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会  議  録 （２） 

議事の概要（経過）・決定事項 

○委員長・副委員長選出 

委員長及び副委員長については、入間市公民館運営審議会運営規則に基づき、互選により下

記のとおり決定した。なお、選出にあたっては教育長を座長とする協議により意見交換を行

った上、全員一致で決定された。（協議の経過については、会議録（３）による） 

  

・委員長 徳永美代子 委員 

・副委員長 栗原朋子 委員 

 

○概要 

下記の点について、事務局より説明を行う。審議委員より内容について確認等のある場合

は、質疑応答を行う。 

今回審議において特に議決すべき案件はなく、委員及び事務局との間の質疑応答と各委員の

意見提出のみが行なわれた。 

（質疑応答の詳細については、会議録（３）による） 

 

（１）協議事項 

①運営審議会の今後の進め方について 

②令和元年度入間市公民館の概要等について 

③平成３０年度公民館点検評価について 

④令和元年度公民館事業計画について 

（２）報告事項 

①入公連館長・公運審研修（8/30）について 

②その他 

 

 



 

 

 

会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

 

忍足副主幹 

 

 

西澤教育長 

 

 

 

 

 

鎌田委員 

 

西澤教育長 

 

 

委員一同 

 

西澤教育長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

吉川館長 

 

木村委員 

 

 

○委員長、副委員長の選出について 

正副委員長の選出を行います。正副委員長が決まるまでは、西澤教育長に座

長をお願いします。 

 

入間市公民館運営審議会運営規則第３条に、「委員長及び副委員長を置き、

委員の互選により定める」となっております。 

はじめに委員長の選出をお願いしたいと思います。 

どなたか、委員長に立候補される方は、いらっしゃいますか。 

推薦も含めていかがでしょうか。 

 

委員長に徳永美代子さん、副委員長に栗原朋子さんを推薦します。 

 

委員長に徳永美代子さん、副委員長に栗原朋子さんを推薦いただきました

が、いかがでしょうか。 

 

（全員拍手） 

 

では、全員一致で徳永委員長、栗原副委員長にお願いいたします。 

 

（正副委員長 あいさつ） 

 

○議事について 

※委員発言が行われた部分のみ記述する 

 

本日の出席委員は１５名です。会議については成立します。 

本日の会議録の署名をいただく委員は、小山委員にお願いします。 

議事に入ります。一つ目は、「運営審議会の今後の進め方について」です。

事務局より説明をお願いします。 

 

（「①運営審議会の今後の進め方について」説明） 

 

６ページ（入間市公共施設マネジメント事業計画 地区センター資料）の第

２段階の※に「地区での自主的な活用意向がある場合は」とありますが、これ

は自分たちで運営するということですか。 



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

吉川館長 

 

 

木村委員 

 

吉川館長 

 

 

鎌田委員 

 

 

 

吉川館長 

 

木下委員 

 

吉川館長 

 

 

木村委員 

 

吉川館長 

 

木村委員 

 

吉川館長 

 

中込委員 

 

 

吉川館長 

 

 

議長 

 

藤の台公民館が該当しますが、どういう運営の仕方がいいのかということ

を、地元の方との調整も含めて今後協議していきます。 

 

それはいつ頃になりますか。 

 

まだ決まっていませんが、２０２２年度には統合ということになっているの

で、それに間に合うように進めていきます。 

 

先日、根通り健康サポート会の会議で地域包括支援センターは、プライベー

トなことの相談なので、人が行き来するところでは活動がしにくい。近くにあ

る三ツ木設備を事務所として借りてやりたいと言っていました。 

 

公共施設マネジメント推進課に伝えます。 

 

地区センターの具体的な内容を説明してくれる時期はいつごろでしょうか。 

 

庁内会議が始まったところです。次回の審議会は１１月ごろになるので、そ

のころにはもう少し具体的な説明ができると思います。 

 

話が進んでいないようですが、３年後にはできるのでしょうか。 

 

できるように準備してまいります。 

 

地区の住民も話に入るのでしょうか。 

 

とりあえずは庁内の会議なので、それとは別の協議の場になると思います。 

 

非常に長い期間での計画なので、実際に進行していくと不都合が生じること

がありうると思うが、そういったことを想定しているのでしょうか。 

 

説明会でも３０年の計画だが１０年ごとに見直しをするということになって

いるので、不都合が生じれば修正していくことになろうかと思います。 

 

次の協議事項に移ります。「令和元年度公民館の概要等について」、説明を

お願いします。 



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

橋本主幹 

 

議長 

 

 

 

橋本主幹 

 

議長 

 

 

 

橋本主幹 

 

小山委員 

 

議長 

 

 

 

今泉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「②令和元年度入間市公民館の概要等について」説明） 

 

ただ今の説明について、ご意見、ご質問等ありますか。 

ないようですので、次の協議事項「平成３０年度公民館点検評価について」

説明をお願いします。 

 

（「③平成３０年度公民館点検評価について」説明） 

 

ただ今の説明について、ご意見、ご質問等ありますか。 

ないようですので、次の協議事項「令和元年度公民館事業計画について」説

明をお願いします。 

 

（「④令和元年度公民館事業計画について」説明） 

 

１２ページの東藤沢の体育祭は、予定と入っていますが決定しています。 

 

各委員より各公民館の取組等について説明やＰＲがありましたらお願いしま

す。今泉委員に関しては、学校と公民館の連携事業などについて、説明をお願

いします。 

 

４月に校長になり、地域と学校の関わりをまだ把握していませんが、文化祭

などのボランティアに中学生が参加していると聞いています。ボランティアに

参加することで子どもたちの意識も高まり、地域に貢献できればと思います。 

できたら、公民館からボランティア証明書をいただけると、子どもたちが進

んで参加できるのではないかと思います。 

地区センターの機能として防災拠点があります。学校は学期に１度、避難訓

練を実施していますが、３回のうち１回は地区の公民館と連携してできると、

例えば公民館に避難をすることになった際に、施設のことがわかっていると行

動が違ってきます。そのためには、前段階として教職員と公民館職員が、夏休

みに防災等の研修をするなど連携して、そのうえで学校と公民館が合同で避難

訓練をできるといいと思います。学校は避難訓練の時期が決まっており、年間

スケジュールのすり合わせが必要になると思いますが、やってみる価値はある

と思います。 

４月の避難訓練で、災害が起きた時に地域にいるのは中学生と幼児と高齢者

で、働いている世代は地域にいないので、避難の原動力は中学生だということ



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

西澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

中西委員 

 

 

伊與田委員 

 

 

 

 

 

 

 

鎌田委員 

 

 

徳永委員 

 

 

鎌田委員 

 

中込委員 

 

 

 

を生徒に話しました。学校の使命としては中学生に防災意識を高めるというこ

とがあると思うので、地域の防災訓練に中学生を活用いただきたいと思いま

す。 

 

公民館にはいつも同じ方が来ています。１人でも多く公民館を利用してもら

うためにどうしたらいいのかを考えています。高倉は高齢者の活動の場になっ

ています。敷地内に老人憩いの家があるが、老人会も減っていてもったいない

と思います。 

７月６日に地域交流会があり、私は今年は「お茶のみサロン」を公民館と共

催で実施しました。高齢者と子どもたち、若いお母さんたちも交わる場を作り

ましたが、これからは絶対的に世代間交流の場が必要だと考えます。 

 

やはり参加者は固定化しています。参加しない人に参加していただくために

どうしたらいいかというのが課題です。 

 

久保稲荷公民館で１０年ほど運営委員をしています。年に１回公民館祭りを

開催していますが、４～５年前から向原中学校の生徒がボランティアで準備を

手伝ってくれています。準備に関わる委員は高齢化しており、中学生が機敏に

動いてくれるので、助かるし、新しい風が吹いたと初年度は思いました。それ

をきっかけに、公民館まつりでの催しものに中学校の演劇部が参加してくれ

て、交流ができたと実感しました。今年は小学校にも声をかけようという動き

が出ています。 

 

１３ページの金子公民館の文化祭の日程が違っていて、３月は４日ではなく

１日です。 

 

金子公民館の文化祭を見に行きましたが、中学校の先生と生徒が一緒に歌っ

ていて、いいなと思いました。毎年ですか。 

 

昨年からだと思いますが、観ている方が楽しんでいました。 

 

夏休みの居場所づくりですが、宮寺公民館は従来から参加人数が多いんです

が、卓球とかゲームをしている子が多いです。宿題や学習をする子は少ないの

でそのバランスをどうするかということが運営委員会で話題になりました。ま

ずは来てくれることが大切で従来通りでいいのではないか、その中でトラブル



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

野崎委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木下委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川館長 

 

 

 

木下委員 

 

吉川館長 

 

 

 

がないようにしていくということになりました。 

 

私の住んでいる狭山台地区では、避難訓練に必ず中学 1 年生が手伝いに来ま

す。各班ごとに並ばせたり、人数を確認したり、いい仕事をしてくれます。 

公民館で行う敬老会の時も生徒会の役員を中心に、高齢者の話し相手になっ

て、いい刺激になっています。 

二本木は二本木地区と狭山台地区に分かれていて、二本木地区は高齢化、狭

山台地区は若い世代が多いです。二本木地区は一人暮らしの高齢者が多いの

で、なるべく外に出てもらうという取り組みをしています。 

二本木公民館は高い場所にあり、二本木地区の方は坂を上ってこないといけ

ないので段々足が遠のいてしまうということもあり、どうしたら外に連れ出せ

るかということも考えなければいけないと思います。 

 

藤沢文化協会では何年か前から中学生にボランティア証明書を発行していま

す。更に去年からは役員全員が集まって中学生の意見を聞いて証明書を発行し

ています。 

文化協会に加入してもメリットがないという意見があり、今年度から文化祭

で各サークルの案内や特色をＰＲする文化協会員専用のＰＲコーナーを設けま

す。 

藤沢は人数が減るサークルもありますが、なんとか少しの減少で維持してい

ます。 

居場所づくり事業について、昨年はＰＲをどうするか、ボランティアの部分

で公民館の職員がどこまで対応するかということが決まっていなかった記憶が

ありますが、この点は具体的に詰めたほうがいいように思います。 

 

ＰＲに関しては、各公民館で小中学校にちらしを配布しています。 

ボランティアの確保は引き続き課題となっています。職員がずっといること

はできないので、定期的に見守りをするという状況です。 

 

居場所づくり事業専用のチラシを配布しているのですか。 

 

館により方法は違うかもしれないが実施しています。 

藤沢公民館に関しては、図書館藤沢分館と共催で実施日は藤沢分館の職員が

部屋にいていただけることになっています。藤沢の場合は中間テストや期末テ

ストの前なども会議室を確保して、図書館と一緒に実施している時期もありま



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

小山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木村委員 

 

 

 

 

開坂委員 

 

 

 

 

 

す。 

 

東藤沢では、災害時の対処を検討しています。東藤沢は西武線で分断されて

います。つながる道は地下道で、そこに水が溜まるのでそこが通れないときは

どうしたらいいのか、一昨年も踏切からメイン道路のところが５０㎝ほど、少

ない所でも２０㎝くらい水が一気に溢れてしまいました。それを教訓に、どう

したらいいのか、公民館にどの程度の設備があるのか、学校にどのくらいの設

備があるのか、いろいろと話をしていますが、市の予算の関係で十分な対応が

できるほどではないと、じゃあどうするかということはまだ解決していませ

ん。 

公民館は大会議室と和室をつかうということで、段ボール、マット、毛布を

用意しました。東藤沢小学校にも１５０人分用意してあるということは聞いて

います。避難に対しては他人事のように感じていますが、実際に災害が起こっ

た時に全体としてどうなのか。施設がまにあうのか。そういったことで話が大

きくなっているが、市としては公民館や学校の合併といった問題が出ていま

す。それに併せてそういった面も考えていかなければいけない。高齢化が問題

になっているが、高齢者が今まで入間市を支えてきたということを忘れてはい

けない。もう少し高齢者に対処できることがあるのではないかと、東藤沢公民

館の運営委員会ではその都度災害があった時にはどうしたらいいのか検討して

います。ただし、あくまでも話で終わってしまうので、これから東藤沢公民

館、中央公民館、入間市役所など、専門分野にお願いしてますます地域の活性

化につながる、安全に過ごせる、住みよいまちにしていきたいと検討していま

す。 

 

私も地域の防災員として活動しています。藤の台公民館は１５０人ほどしか

避難できないんです。地域としては藤の台公民館か小学校になりますが、絶対

数はないです。場所的に水害はないと思いますが、地震の場合、避難は公民館

か小学校か自宅か、これからアンケートをとる予定になっています。 

 

各公民館で独自の事業があると思います。文化協会でも高齢化でやめてしま

う団体もありますが、やめてしまっていいのかということが問題になってお

り、趣味や教えていることを地域の子どもたちに教えていかなくてはいけない

のではないかということで、来年度あたりから、公民館事業に文化協会の講師

を入れて、小学生や中学生に教えながら地域の文化を継承していこうという目

標をたてています。なかなかうまくいきませんが、文化協会の拡大についても



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つの課題になっています。そういったことで公民館と連携してこれから進め

ていきたいと思っています。 

私も地域の防災員をしています。８月の防災訓練には中学生にも参加してい

ただき、竹の棒と毛布で担架を作って実際に人を乗せて運んだり、逆にこちら

が子どもたちから教えてもらう形が素晴らしいと思っています。 

災害時には公民館だけではなく学校も避難場所になります。２、３年前に産

業文化センターで、市の主催で避難場所に集まってきた人にどういった対応を

したらいいのか机上で訓練をしました。例えば犬を連れてきた人に犬をどうす

るか、風呂はどうするか、高齢者、障害者への対応等を机上で訓練しました。

これはあくまでも机上論で、例えば災害があった時にすぐに避難場所に駆けつ

けるわけですが、学校の体育館で相談をするだけで時間がかかってしまいま

す。そういった実技が訓練でされていません。小中学校の子どもを交えて学校

や公民館をどういうふうに使用したらいいのか、お互いの交流をしていく訓練

が必要だと思います。子どもが公民館の施設を知ることが必要なように、防災

員が学校の施設を知ることも必要だと思います。 

私は老人クラブで交通安全部長を務めています。今年は各地区で各公民館と

協力して交通安全教室を開催することになりましたので、ご協力をお願いいた

します。 

 

扇町屋公民館での一番大きな変化は、６５歳以上の方が入会できる「町屋ク

ラブ」が３２年の幕を閉じました。ダンス、歌声、民謡などといったいろんな

サークルの個々の活動は続きますが、会員全体での行事はなくなり、寂しさを

感じます。 

直近では七夕飾りとそうめん流しの事業を扇町屋１区、豊岡３区、駅前プラ

ザの子どもたちと体育協会、町屋クラブの中の１つのサークルと婦人会、様々

な年 

代の人たちが交流をもちながら、大盛況でした。 

公民館事業の点検評価に力を入れるようになってから、各事業後に必ずアン

ケートを取るようになって、事業を見返して改善点をみつけながらよりよい事

業をできるようになっていっていると思います。 

事業ＰＲは口コミが一番だと思います。ｆａｃｅｂｏｏｋ等ありますが、高

齢者の方は画面より紙面で見たいと思うので、コストがかかりますが、公民館

だよりを各世帯に配れたらという思いがあります。扇町屋公民館には駐車場に

掲示板がありますが、各公民館にも道路から見える掲示板があると良いのでは

ないかと思います。 
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議長 
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議長 

 

皆さんのご意見を聞いて、現況でも公民館の機能はたくさんあり、職員の方も

大変だと思いますが、センター化するともっと複雑化して大変になるのだろうと

感じています。 

 

報告事項に移ります。①入公連館長・公運審研修（8/30）について、事務局

よりお願いします。 

 

（① 入公連館長・公運審研修（8/30）について 説明） 

  ②その他 

   ・関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会（11/7、8） 

   ・今後の主な事業について 

    キッズ・アート・ギャラリー 

    入間市美術展（絵画・彫刻） 

    入間市写真美術展 

市民コンサート 

    入間市管弦楽団定期演奏会 

 

議事については終了しましたので、議長の座を下ろさせていただきます。 

 

 

（以上） 

議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 

         令和    年    月    日 

 

     議 長 の 署 名                                                 

 

     議長が指名した者の署名                                                 

 

 


